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研究成果の概要（和文）：日本におけるArt and Healthとして行われているアート活動の特徴や課題を明確にし、その
問題を明らかにした。データベースを構築する目的で文献調査を実施し、現時点で国内で入手出来る紙媒体の活動報告
（学術論文・研究報告・学術図書）を可能な限り情報収集し、整理を行った。
また、日本の医療施設におけるArt and Healthの実態調査を目的として、３年間で、計８カ所の医療関係施設で、医療
従事者と教員にインタビュー調査を実施し、書き起こしたテキストデータに対して質的・量的分析を行った。最後に、
アートプロジェクトを医療施設および福祉施設において実施し、その分析も行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we would aim to illustrate how art and health activities (AHAs) 
were implemented into Japanese hospitals and what kind of problems they had with introducing them to 
their hospitals. To build a database of AHAs in Japanese hospitals, we searched literature described on 
the art or design activities in hospitals or healthcare institutes to a maximum extent, and sorted them. 
Furthermore, we conducted interview research to persons involved in the AHAs in eight hospitals; a 
physician, nurses, head nurses, clerical workers, childminders, school teachers and a professor. 
Quantitative text analysis and qualitative approach for the transcript of those interviews revealed the 
characteristics and problems with implementation of AHAs in each hospital. Finally, we carried out AHAs 
in a hospital and welfare facilities for practical researches.

研究分野： ヒーリング・アート、ヒーリング・デザイン

キーワード： Art and Health　アートと病院　アートと医療　アートとケア　芸術と病院　芸術とケア　芸術と医療
　アート活動と医療
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１．研究開始当初の背景 
診療やケアの場面における芸術およびアー

ト活動は「Art and Health」とよばれ、健康

(health)と診療・ケア（healthcare）の一体

化を促進する役割を持つといわれる。また患

者・障害者・職員・訪問者・介護者・地域住

民等が創造的な活動に関わることを通じて

人間性を回復し、健康を実現していくプロセ

スでもある(Peter Senior,“Art and Health” 

International Academy for Design and 

Health, 2000)。 

日本の Art and Health は、1970 年代に福祉

の分野（例：財団法人たんぽぽの家が主催す

る「わたぼうしコンサート」、「エイブルア

ート」等）で始まった。医療の分野では、近

年、ようやく、小児病院や小児病棟をはじめ

成人の医療施設でも活動が増え、施設の建築

にもアートやデザインの視点が多く取り入

れられるようになってきた。しかし、医療現

場の活動は比較的新しい取り組みであるた

め、実践報告は散発的に見られるものの、そ

の数は海外（北米、豪、欧）と比較して圧倒

的に少なく、かつ網羅的な調査・研究の報告

はなく、実践の評価も難しいという現状があ

る。加えて、医療施設で新たにアート活動を

導入しようとしても、そのための課題やノウ

ハウが明らかにされておらず、各施設や芸術

家等の試行錯誤と努力に頼らざるを得ない。

こういった現状から、海外において Art and 

Health 活動の結果として期待されている表

現活動を通じた人間らしい医療の実現―快

適な療養環境や安全な職場環境の実現、被雇

用者満足度の向上や診療アウトカムの改善

―が、国内でどの程度実現されているのかに

ついても明確にはされていない。これらの事

項は、診療やケアの質を向上させる上で極め

て重要であるため、今後、国内で普及が予測

されるアート活動の実態や課題の把握は急

務であり、Art and Health を医療施設に導入

する際の問題や要因の特定、および日本の文

化や医療制度の実情に合わせた対策の考案

が必要である。以上のような問題意識に基づ

いて、本研究では医療現場における活動に焦

点を当て、人間性を中心に据えた診療やケア

の実現や向上を目指す Art and Health の、

国内における実態を把握し、課題の解明を目

指す。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、近年、国内の医療や福祉の

現場で広がりつつある Art and Health とい

われるアート活動の実態を調査し、その特徴

および課題と要因を明らかにすることであ

る。今日的な Art and Health とは、医療機

関・福祉施設・地域におけるコミュニティの

成員達が、アート活動を通じて人間性を回復

するプロセスである。欧米の研究では、この

ような営みからよりよい療養環境や質の高

い診療・ケアの提供、患者安全や被雇用者満

足度の向上、コミュニケーションの促進や診

療アウトカムの改善が達成できるとされて

いるが、国内の活動に関してはこれらの点に

関して未だ明らかではない。本研究では医療

現場の活動にフォーカスして今後の日本に

おける Art and Health のあり方を探索し、

日本の診療・ケアの実情に合わせた普及の方

法論や対策を検証する。 

 
３．研究の方法 
本研究では、第 1段階として、まず国内の Art 

and Health の活動に関する文献調査・情報収

集を行い、次に医療機関・福祉施設・地域の

代表的な事例について研究メンバーによる

現地調査を行って、調査結果をデータベース

化する。第 2段階として、第 1段階で得られ

た結果を基に数回の研究会を開催し、国内に

おける Art and Health 特徴・課題・問題・

要因について検討する。第 3 段階としては、

第2段階で特定された要因に対する対策とし

てプロジェクトを企画、複数施設にて実施し、

仮設の検証と方法論の修正を行う。1～3段階



で得られた成果は出版やホームページ開設

などを通じて随時公表し、他施設で利用可能

な知識やノウハウのリソースとする。 

(1) 日本の医療現場における Art and Health

としてのアート活動の網羅的な実態調査 

①現時点で、国内の医療施設で実施されてい

るアート活動の実態を可能な限り把握し、デ

ータベース化を行う。 

(2)日本の医療現場における Art and Health

の特徴の明確化と普及を目指した実践的な

課題の抽出および要因の分析 

①(1)のデータベースを基に、海外における

今日的な Art and Health の目指す「コミュ

ニティの成員が参加するアート活動を通じ

て、人間性を尊重した質の高い診療やケアを

実現すること」が、国内においてどの程度実

現されているか評価する。 

②日本の医療機関における Art and Health

の特徴を明らかにし、活動を導入する際に問

題となる課題の抽出とその要因分析を行う。 

(3)日本独自の Art and Health 活動の方法論

開発と検証のためのパイロットプロジェク

トの実施 

①日本の文化、医療制度、医療施設の実情に

合った実践的な方法論を開発。 

②パイロットプロジェクトを企画・実施。①

（仮説）を検証し、修正を加えて方法論の最

適化を目指す。 

 
４．研究成果 

（1）Art and Healthに関する文献調査とデー

タベース化                                   

日本における Art and Health として行われ

ているアート活動の特徴や課題を明らかにし、

その問題と要因を明らかにしていく為のデー

タベースを構築する目的で、文献調査を実施

し、現時点で国内で入手出来る紙媒体の活動

報告(学術論 文・研究報告・学術図書)を可能

な限り情報収集し、整理を行った。                                                             

調査目的:日本におけるアートと医療に関連

する研究を把握するために文献調査を行った。  

 調査対象:アート系の検索ワード「アート」

「アート活動」「芸術」と医療系の検索ワー

ド「病院」「医療」「ケア」をタイトルおよ

び特集名に含む日本国内で発表された研究論

文や雑誌記事および書籍を調査した。調査対

象期間を1970年代から2015年とした。             

調査方法：CiNiiやGoogle Scholarなどインタ

ーネットの検索エンジンによるキーワード検

索で行った。                                       

検索方法：アート系と医療系の検索ワードを

組み合わせて 「アート・病院」、「アート・

医療」、「アート・ケア」、「芸術・病院」、

「芸術・ケア」、「芸術・医療」、「アート

活動・医療」、「アート活動・医療」、「ア

ート活動・ケア」9 通りのパターンを用いて

検索した。三年間に渡る文献調査により、以

下のことが明らかになった。               

文献調査は1970年から2015年までの45年間に

ついてアート系の検索ワード「アート」「アー

ト活動」「芸術」と医療系の検索ワード「病院」

「医療」「ケア」をタイトルに含む日本国内で

発表された研究論文や雑誌記事および書籍を

対象にした。その結果、275本が上がったが、

その多くは 論文や記事であった。書籍は全

体の7.6%に相当する21冊で、１冊を除き阪神

大震災後に書かれている。                

文献調査で挙げた個々のキーワードは、調査

対象者によって、その捉え方や定義づけに対

する認識の差異や解釈の特色が見られた。キ

ーワードの設定については、例えば、アート

とケアとすると、芸術療法、作業療法、音楽

療法の分野と検索結果が重なった。さらに、

ケアを癒しやヒーリングと読み替えてキーワ

ード設定をすると、医療分野ではなく、宗教

的な意味合いが帯びてくる検索結果となり、

境界線があいまいになっていることが現状と

して明らかになった。Art and Healthの研究

では、医療とアートの関係を対象として捉え

ているので、調査項目の選択とその絞り込み

に苦心した。                           



Art & Health は国内ではまだ未成熟な専門分

野であるため、医療現場のアートに関係する

文献リストが見当たらず、今回作成した文献

データが先行研究の基礎調査資料として役立

つことを望んでいる。                        

（2）日本の医療現場におけるアート＆デザイ

ン－インタビューによる意識調査                                 

日本の医療現場におけるアート＆デザインの

現状を把握するべく、病院でのアート活動や

院内環境デザインの改善などの経験を持つ医

療スタッフや大学教員に対してインタビュー

による意識調査を行った。本研究では、病院

でのアート＆デザインを取り入れた経験を持

つ医療スタッフや大学教員にインタビューを

行うことで、日本の医療現場におけるアート

＆デザインに対する意識を調査することを目

的とした。医療現場での芸術活動が導入され

ている病院や大学の関係施設の中から、関係

者の同意を得られた計8施設を訪問した。イン

タビュー実施に際しては、調査の目的および

守秘義務に関する説明を行った後に同意を得

た。インタビューは半構造化面接で行った。

インタビュー調査の内容は、対象者の役職、

所属する病院や大学の特徴、そして施設での

アートやデザインの導入経験やそれにより生

じた人・もの・ことの変化、それらを通して

病院にとってのアートやデザインをどのよう

に考えているのかという問いに加えて、今後

の目標や夢についても聞き取りを行った。調

査の結果、日常的に美術や芸術に携わる機会

の少ない一般の医療関係者にとっては「アー

ト＝絵」と捉える傾向が見られた。その一方

で、病院や福祉施設で「アート活動」を積極

的に取り入れている人たちにとっては、アー

トは絵画だけでなく、音楽、演劇など幅広く

捉えていることが明らかになった。しかし、

アートに携わる業務の担当者がいる病院は国

内では稀であることも同時に明らかになった。

全国に数カ所しか存在していないのが現状で

ある。こうした病院では、アートが周囲の環

境の質や、人と人のつながりを変化させるこ

とを意識して、そこにどのような形でアート

が関わっていくかを模索している。        

病院の理念と病院建築・空間の思想が通底し

た上で運営されている病院では、様々なジャ

ンルの文化芸術活動が旨く展開されていく可

能性が高くなる。理念を軸として職員をはじ

めとする人々の創造性が引き出され、波及し

ていく様が事例の病院に表れていた。      

また、プロデュース力を活用し、いくつかの

アート活動の展示をまとめて訴求力のあるポ

スターをデザインするなど多角的な情報発信

につなげ、報道の媒体に取り上げられる機会

を得る取り組みも報告された。            

（3）日本独自のArt and Health活動の方法論

開発と検証のためのパイロットプロジェクト

の実施と検証                           

日本の文化、医療制度、医療施設の実情に合

った実践的な方法の検証するため、パイロッ

トプロジェクトを企画・実施した。         

現在の日本の医療や福祉現場の実情にあった

アートによる医療環境の改善の手法をプロジ

ェクトの実践の中で検討した。            

①「東京都立小児総合医療センター病棟連絡

通路ヒーリング・アートプロジェクト」     

2013年、女子美術大学アート・デザイン表現

学科ヒーリング表現領域と東京都立小児総合

医療センターとの連携で、小児総合医療セン

ター病棟連絡通路壁面の壁画を女子美術大学

の学生が制作した。完成した作品は、設置方

法、設置に関しての安全管理について約１年

間の期間をかけて十分に検討し、2014年小児

病棟6階、7階連絡通路壁面に設置し、医療関

係者に対して、設置されたアートに関するア

ンケート調査およびインタビューによる環境

意識調査を行った。                      

②「医療施設等との連携によるワークショッ

ププロジェクト」武蔵野美術大学の学生と医

療施設等が連携して、地域の中の病院という

視点でワークショップに取り組み、「異才た



ちのアート展」と「障害者作品展」の合同作

品カタログを、病院と地域をつなげる手段の

ひとつとして編集し、成果報告書を作成した。

アートを軸にして地域の動きが病院の中に、

病院の中のことが地域に伝わることを期待し

た。                                   

（4）平成28年3月、ミニシンポジウムを開催

し、研究代表者、研究分担者による3年間の研

究成果の報告と出席者との質疑応答、意見交

換、報告内容の検証を行った。            

（5）平成28年3月、3年間の各研究調査の成果

をまとめて印刷製本し、報告書を作成した。

（6）文献調査について、平成28年3月にホー

ムページに掲載し、一般公表した。         

（7）＜今後の展望＞                     

アート系のキーワードは、調査対象の範囲を

細分化してアート、デザイン、音楽、演劇な

ど、具体的に設定してより緻密な調査を行っ

ていく。                                

病院でのアート・デザインには鑑賞や表現、

アート活動に参加することに加えて病院の本

来業務を向上させるなど、広範囲に渡る目的

を果たす可能性がある。                  

従来の美術・芸術の定義の枠を広げて捉え直

し、アートを運用することで、患者も職員も

「ありのままに居られる場」の環境をつくる

事。このような方針を軸にして病院全体の見

直しを図ることから、日本における国内事情

に沿ったArt and Healthの有り様に結びつく

新たな提案が期待される。                

Art and Healthについて、社会を巻き込んで

の理解を得るためには、アートに関する病院

や施設における運営予算の流れを公立と私立

に分けてそれぞれに調査し、より導入・継続

しやすい方法を明らかにする、市区町村で個

別に行われている様々なアート活動の展覧会

やイベントを集結させた場合の経費削減や広

報活動の効率化がどのくらい進むのかを試算

するなど、具体的に数値化できる事項に関し

ても今後、研究調査を進める必要がある。 
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